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1.　集団給食において，野菜の消毒をどのようにした

らよいかが問題にされている。その場合，中性洗剤での

洗浄，塩素剤での消毒などが行なわれているが，実際で

の効果を検討したので報告する。

2.　 市販野菜10種類の汚染状況を調査し，そのうち，

生食野菜であるパセy ，キュウリ, レタスなどについて

洗浄，消毒を行なった。その効果を生菌数，大腸菌群数

で調べた。

3. 市販野菜の生菌数はlg 当 り，10^～10' で葉 菜

類では10= ～10' 果 菜類は比較的少なかった。大腸菌群

数はMPN/lg で10 ～10''でやはり葉菜類 は汚染度が

著しかった。レタスについて，内部のどこまで汚染して

いるかを知るために各部 につい て細菌数を測定した結

果，芯まで汚染されていることが認められた。

洗浄，消毒試験 では，1) 洗浄前 のもの，2) 中性洗剤

0.2%  溶m で30 ～60 秒振 り洗い,   2 分間流水中で水洗，



3)中性 洗剤で洗ったもの を， 次亜塩素剤100 ppm の中

に30～60秒振渥浸漬, 2 分間流水中で水洗，4) 次亜塩素

剤100  ppm の中に中性洗剤0.05% を加えた液で30 ～60

秒振 り洗い，2 分間流水中水洗，以上三つの条件で行な

った結果，塩素剤の消毒，中性洗剤の洗浄によって多少

の効果は認められたが，洗剤と塩素剤併用においてすぐ

れた効果は認められなかった。
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